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1. 目的 

体育の授業に生徒たちが主体的に取り組むためには、

教師が生徒たちのレディネスに合った学習課題を提示

し、生徒自身にめあてを明確に認識させる必要がある。

「発問」は、生徒たちに自ら考える力や課題に対する探

究心を芽生えさせる意味でも大変重要な教授技術とな

る。しかし、「発問」の効果を中学校現場で比較研究に

より明らかにした研究は稀少である。本研究では、体育

科実技授業における教師の発問の差異によって生徒の

授業中の発話や授業評価にどのような影響を及ぼすの

か、両者の関係性を捉えることを目的とした。	

2. 研究方法 

「発問」を意図的・計画的に実施しなかった授業（平

成28年度）と、指導案検討時から意図的・計画的に取

り入れ実施した授業（平成29年度）を以下の方法論に

より比較・検討した。	

1）対象者と日程	

ア.	平成28年度：2年7・8組の男女（計75名）	

平成28年5月23日～7月7日	

（全15時間のうち導入とまとめを除く11時間）	

イ.	平成29年度：2年4・5・6組の男女（計101名）	

平成29年5月29日～6月30日	

（全13時間のうち導入とまとめを除く9時間）	

2）分析方法	

ア.	教師の授業場面の観察・記録（指導言語）	

授業中の教師の言語行動を、運動学習場面と直接的指

導場面に限定して収集し分析を行った。分析には、「相

互作用カテゴリー」（豊田,2017）を用いた。また、発

問を、「回顧的・分散的・集中的・価値的」（高橋,1988）

に分類し、分析を行った。	

イ.	生徒の発話に関する観察・記録	

両年とも、技能上位・下位各6名計12名の生徒を選

出し、授業中における発話を収集し、渡辺（2014）の「児

童の発話内容分析カテゴリー」を用いて分析を行った。	

ウ.	質問紙調査	

全生徒を対象に、単元前後に診断的・総括的授業評価

（高田ら,1994）を、各授業終了後に形成的授業評価（高

橋ら,1994）を実施した。	

エ．統計処理	

	 年度間の授業評価の差異を t 検定で、教師と生徒の

発話の関係性をピアソンの積率相関分析を用いて捉え

た。有意水準は5％未満とした。	

3. 結果と考察 

1）教師の言語行動	

	「発問」を意図的・計画的に実施した平成29年度は、

走り高跳び・幅跳びともに1％水準で有意に発問の頻度

が多くなった。また、発問で最も多かったのは、回顧的

発問であり、前時の学習内容を復習し授業を展開する

系統的な学習が展開されていた。	

2）教室の発問と生徒の発話の関係性	

教師の「回顧的発問」と生徒の「肯定的フィードバッ

ク（具体）」（r＝0.734，p＜0.05）・「矯正的フィード

バック（具体）」（r＝0.748，p＜0.01）に正の強い有意

な相関が認められた。これは、過去の学習を土台に次時

へとつなげる系統立った発問が、生徒たちの技能的フ

ィードバックを増加させる効果があったと捉えること

ができる。以上から、意図的・計画的に回顧的発問を実

施することは、生徒たちの主体的な姿勢を引き出すた

めに重要であることがわかった。	

2）生徒の授業評価に関すること	

診断的・総括的授業評価において、平成28年度と平

成29年度の年度間に有意な差は認められなかった。形

成的授業評価の「成果」次元について、平成28年度は

単元後半に停滞する傾向がみられたが、平成29年度は

高い評価を維持した。このことから、教師が積極的に

「発問」を行うことは、単元後半の課題解決学習の学習

成果に肯定的な効果をもたらすことが推測された。	

4. 結論 

教師と生徒の発話分析、質問紙の分析より、教師によ

る「発問」は、生徒の主体的姿勢を引き出すためにも重

要であること、特に、単元後半の課題解決学習において、

効果をもたらすことが明らかになった。	
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